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存
明
寺
の
寺
報
『
生
き
る
』
誌
が
つ
い
に
２
０
０

号
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
だ
若
い
頃
、
仏
教
の
学
校
の

先
生
か
ら
「
お
寺
に
帰
っ
た
ら
寺
報
を
発
行
し
な
さ

い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
先
輩
僧
侶
の
方
々
の
寺
報
に
触
れ
て
刺

激
を
受
け
、
１
９
８
６
年
２
７
歳
の
時
に
『
生
き
る
』

創
刊
号
を
発
行
し
た
次
第
で
す
。
あ
れ
か
ら
３
５
年
。 

紙
面
は
、
お
寺
の
行
事
案
内
や
報
告
、
教
え
の
言

葉
や
住
職
の
受
け
止
め
な
ど
、
な
る
べ
く
わ
か
り
や

す
く
書
く
よ
う
に
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
出
来
は
と

も
か
く
。 

生
き
る
こ
と
と
は
、
表
現
し
続
け
る
こ
と
。
こ
れ

か
ら
も
人
に
出
会
い
、
教
え
に
出
会
い
、
親
鸞
に
出

会
う
と
い
う
歩
み
を
通
し
て
、
表
現
し
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
合
掌
（
住
職
・
釋
諦
信
） 

 

『生きる』２００号記念特別号 

存
明
寺
のH

P

は 

こ
ち
ら
か
ら↓
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『
生
き
る
』
２
０
０
号
に
寄
せ
て 

  

私
の
帰
る
べ
き
原
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

住
職 

酒
井
義
一 

   

さ
さ
や
か
な
寺
報
『
生
き
る
』
が
２

０
０
号
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
今
ま

で
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
教
わ
っ
て
き
た

紙
面
作
り
の
「
原
点
」
を
確
認
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
原
点
を

忘
れ
た
時
に
い
つ
で
も
立
ち
返
れ
る
よ

う
に
、
自
分
へ
言
い
聞
か
せ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。 

そ
の
原
点
と
は
、「
寺
報
作
り
、
５
つ

の
ポ
イ
ン
ト
‼
」
で
す
。 

 

１ 

語
り
か
け
る
よ
う
に
書
く 

難
解
な
表
現
で
は
な
く
、
目
の
前
の

人
に
語
り
か
け
る
よ
う
に
し
て
書
く
。 

２ 

私
が
響
い
た
こ
と
を 

 

ど
こ
か
の
誰
か
か
ら
の
受
け
売
り
の

文
章
で
は
な
く
、
私
が
感
じ
た
こ
と
、

私
に
響
い
た
こ
と
を
書
く
。 

         

３ 

教
え
に
道
を
た
ず
ね
て 

 

私
が
歩
む
べ
き
道
は
ど
こ
に
あ
る
の 

か
、
そ
の
こ
と
を
仏
さ
ま
の
教
え
に

た
ず
ね
て
い
く
姿
勢
を
忘
れ
ず
に
。 

４ 
字
数
を
守
る 

 

書
く
時
は
字
数
を
わ
き
ま
え
て
コ
ン

パ
ク
ト
に
、
語
る
時
は
時
間
を
守
る
、

こ
れ
は
こ
れ
、
基
本
姿
勢
な
り
。 

５ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
を
目
指
す 

 

自
分
な
り
の
表
現
方
法
を
探
り
、
あ

ら
ゆ
る
工
夫
を
こ
ら
し
て
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
文
章
や
通
信
を
目
指
す
。 

 

も
ち
ろ
ん
出
来
て
い
る
自
信
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
回
の
２
０
０
号
発
行
を

縁
に
、
あ
ら
た
め
て
確
認
を
し
た
い
、

私
の
帰
る
べ
き
原
点
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

拝 

                           

             

              

 

『
生
き
る
』
２
０
０
号
＆
お
寺
の
活
動
の
あ
ゆ
み 

 1986

（
昭
61
） 

生
き
る
誌
の
創
刊
号
発
行
。
お
み
が
き
の
集
い
始
ま
る
。 

1989

（
平
元
） 

第
１
回
存
明
寺
帰
敬
式
を
行
う
、
77
名
が
受
式
。 

1991

（
平
３
） 

存
明
寺
旅
行
会
が
始
ま
る
。 

1992

（
平
４
） 

ぞ
ん
み
ょ
う
じ
こ
ど
も
会
が
始
ま
る
。 

住
職
と
坊
守
が
結
婚
。（
私
事
で
恐
縮
で
す
） 

1995

（
平
７
） 

生
き
る
誌
の
50
号
を
発
行
。 

1996

（
平
８
） 

京
都
へ
の
真
宗
本
廟
奉
仕
団
が
始
ま
る
。 

1997

（
平
９
） 

存
明
寺
に
新
客
殿
が
完
成
。
前
住
職
逝
去
。 

1998

（
平
10
）  

存
明
寺
に
て
蓮
如
上
人
五
〇
〇
回
忌
法
要
を
行
う
。 

現
住
職
・
酒
井
義
一
が
住
職
に
就
任
。
Ｈ
Ｐ
始
ま
る
。 

2000

（
平
12
） 

毎
月
の
聞
法
会
で
あ
る
「
樹
心
の
会
」
が
始
ま
る
。 

2004

（
平
16
） 

生
き
る
誌
の
１
０
０
号
を
発
行
。 

2007

（
平
19
） 

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
つ
ど
い
・
青
年
の
つ
ど
い
始
ま
る
。 

2011

（
平
23
） 

親
鸞
の
御
遠
忌
（
本
山
）・
東
日
本
大
震
災
起
こ
る
。 

2012

（
平
24
） 

生
き
る
誌
の
１
５
０
号
を
発
行
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

子
育
て
サ
ロ
ン
い
ち
ご
の
へ
や
始
ま
る
。 

存
明
寺
に
て
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌
法
要
を
行
う
。 

 2015

（
平
27
） 

こ
ど
も
食
堂
始
ま
る
。
新
納
骨
堂
完
成
。 

2019

（
令
元
） 

前
坊
守
逝
去
。 

2020

（
令
２
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
。 

お
寺
の
行
事
、
中
止
相
次
ぐ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
法
話
開
始
。 

2021

（
令
３
） 

生
き
る
誌
の
２
０
０
号
を
発
行
。 
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↑４０号（1993 年）カットやマンガを切り貼りして。   ↑創刊号（1986 年）この頃は手書きの通信でした。 
                             
 
 
↓７４号（1999 年）この頃から活字になりました。    ↓３３号（1992 年）この年からこども会がスタート。 
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                 記念すべき 100 号は   → 

2004 年のことでした。 

                  その時、住職は 45 歳。 

写真は、お釈迦様の生誕地、 

ルンビニ（ネパール）にて。 

 

 

 

 

↓８号（1988 年） 

この頃の『生きる』はお寺で両面コピーをしていました。 

それは…紙づまりとのたたかいでもありました。 
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↑１８０号（2017 年）この頃に紙面がカラーへ。      ↑１２５号（2008年）青年のつどいが始まりました。                         

 
 
↓１９８号（2020 年）初のオンライン法話会。       ↓１３９号（2010 年）お寺は聞法の道場です。 
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                 １５０号は 2012 年のこと。住職 53 歳。 → 

親鸞聖人のご遠忌に集中していた頃です。 
 

 

 

↓ 親鸞
しんらん

聖人
しょうにん

の 750 回御遠忌
ご え ん き

法要の年に、東日本大震災が起こりました。 

苦しみや悲しみの中で、親鸞聖人と出遇う時間が流れていきました。 
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■
地
球
の
一
年
（
２
３
号 

19
9
1

年
） 

 

地
球
が
誕
生
し
て
46
億
年
。
生
物
の

誕
生
は
35
億
年
前
。
人
類
の
誕
生
は
15

万
年
前
。
こ
れ
を
一
年
と
い
う
期
間
に

縮
め
て
み
た
い
。 

１
月
１
日
に
地
球
誕
生
。
生
物
の
誕

生
は
３
月
下
旬
、
人
類
の
誕
生
は
な
ん

と
12
月
31
日
の
午
後
６
時
17
分
。 

 

さ
て
新
年
。
地
球
の
歴
史
か
ら
見
れ

ば
ほ
ん
の
一
瞬
の
出
来
事
。
し
か
し
私

た
ち
に
と
っ
て
は
大
切
な
時
の
始
ま
り
。 

 

「
あ
の
時
代
に
人
類
は
道
を
誤
る
こ

と
な
く
確
実
に
現
実
を
見
極
め
、
誇
り

高
き
時
を
過
ご
し
た
。」 

未
来
の
地
球

が
そ
う
語
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
歩
ん

で
い
き
た
い
。 

        

■
人
生
一
生
（
８
７
号 

2002

年
） 

 
 
 

人
生
一
生 

酒
一
升 

 
 

あ
る
か
と
思
え
ば 

 
 

も
う
空か

ら

か 

の
ん
べ
の
自
分
に
は
、
と
て
も
分
か

り
や
す
い
法
語
。
時
の
流
れ
は
速
い
。

あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
が
過
ぎ
て
い
く
。

だ
か
ら
本
当
に
大
切
な
こ
と
を
き
ち
っ

と
見
定
め
て
急
ぐ
べ
き
な
ん
だ
。
で
も
、

あ
わ
て
ち
ゃ
い
け
な
い
。
き
ち
っ
と
見

定
め
て
、
と
い
う
こ
と
が
大
事
。
何
を

急
ぐ
の
か
を
、
人
々
に
聞
き
な
が
ら
、

教
え
に
聞
き
な
が
ら
、
歩
む
ん
だ
。 

 

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ゆ
っ
く
り
、
い

そ
げ
」。
そ
ん
な
思
い
を
も
っ
て
、
歩
ん

で
い
き
た
い
。 

        

■
耳
を
す
ま
す
（111

号2006

年
） 

 
 

広
島
・
栃
木
の
女
児
殺
害
、
耐
震
強

度
偽
装
。
ま
る
で
相
手
を
人
間
と
見
な

い
か
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
件
や
出
来
事

は
、
時
代
が
病
ん
で
い
る
何
よ
り
の
証

拠
。
今
も
な
お
、
た
く
さ
ん
の
悲
し
み

や
苦
し
み
を
生
み
出
し
続
け
て
い
る
。 

 

じ
っ
と
目
を
こ
ら
す
。
そ
れ
ら
悲
し

み
の
現
実
か
ら
私
を
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え

て
こ
な
い
だ
ろ
う
か
。「
い
ま
ひ
と
た
び

温
か
な
血
の
通
っ
た
人
間
に
立
ち
帰

れ
」
と
。 

 
 

耳
を
す
ま
す 

―

私
を
人
間
に
呼
び
戻
す
声
に―

 

         

 

■
親
鸞

し
ん
ら
ん

と
出で

遇あ

う
（188

号 
2019

年
） 

 

自
分
を
悩
ま
せ
て
い
る
問
題
し
か 

自
分
を
立
ち
上
が
ら
せ
る 

ご
縁
は
な
い 

 

悩
み
は
早
く
乗
り
越
え
た
い
し
、
早

く
な
く
し
た
い
。
誰
だ
っ
て
そ
う
考
え

る
。
し
か
し
、
親
鸞
の
教
え
は
違
う
。

自
分
を
悩
ま
せ
て
い
る
問
題
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
人
は
も
が
き
、
た
ず
ね
る
。

そ
し
て
、
立
ち
上
が
り
、
求
め
て
い
く

者
と
な
る
。
そ
れ
こ
そ
が
人
間
の
救
い

だ
と
い
う
の
だ
。 

人
は
悩
み
を
抱
え
る
。
し
か
し
、
悩

み
あ
る
が
ゆ
え
に
、
自
ら
立
ち
上
が
り
、

歩
ん
で
い
く
存
在
。
親
鸞
と
出
遇
う
べ

き
存
在
。
そ
の
こ
と
の
確
か
さ
を
体
感

し
て
い
き
た
い
。 

 

         

 

 

  

 

 

 

言
葉
に
よ
っ
て
振
り
返
る
・
・
・ 

 
 

寺
報
『
生
き
る
』
の
言
葉
か
ら 
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▼
存
明
寺
通
信
『
生
き
る
』
誌
、
つ
い
に

２
０
０
号
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
は
到
達
点
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
通

過
点
で
す
。
そ
の
通
過
点
で
迎
え
た
コ
ロ

ナ
と
い
う
時
。
２
０
２
１
年
、
私
は
こ
の

年
を
次
の
よ
う
に
位
置
付
け
た
い
と
思

い
ま
す
。 

▼
そ
れ
は…

題
し
て
「
い
ず
れ
コ
ロ
ナ
が

収
束
し
た
時
に
備
え
て
、
感
染
予
防
を
徹

底
し
つ
つ
も
、
人
と
人
と
が
触
れ
合
う
た

め
の
お
寺
の
活
動
復
活
へ
向
け
て
の
ウ

ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
す
る
年
」
で
す
。

ち
ょ
っ
と
長
い
で
す
ね
。 

                   

▼
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
今
ま
で
自
分
た
ち

が
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
が
消
え
去
っ

て
し
ま
う
の
で
は
、
と
い
う
不
安
を
感
じ

て
い
る
人
は
少
な
く
な
い
は
ず
で
す
。
実

は
私
も
そ
の
ひ
と
り
で
す
。 

▼
今
、
お
寺
へ
の
参
詣
は
少
な
く
、
儀
式

は
簡
略
化
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
教
化
活
動

も
密
を
避
け
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の
先

一
体
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。 

▼
し
か
し
２
５
０
０
年
間
、
仏
さ
ま
の
教

え
は
、
人
々
の
苦
し
み
や
悲
し
み
を
通
し

て
伝
わ
っ
て
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
歴
史
を
消
し
去
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。 

▼
と
い
う
こ
と
で
２
０
０
号
は
通
過
点
、

目
指
す
の
は
「
人
間
の
苦
悩
を
縁
と
し
て
、

仏
さ
ま
の
教
え
に
出
遇
う
」
と
い
う
仏
教

の
王
道
の
実
践
で
す
。 

▼
だ
か
ら…

「
あ
～
ゆ
み
は
、
つ
づ
く
～

よ
～
、
ど
～
こ
ま
で
も
～
」
な
の
で
す
。 

▼
御
身
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

（
住
職
・
釋
諦
信
） 

    

東
京
都
世
田
谷
区
北
烏
山
４-

15-

１ 

真
宗
大
谷
派 

存
明
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酒
井 

義
一(

釋
諦
信)

 

〒1
5
7
-
00
6
1
 

TE
L
 0

3
-3
3
00

-5
0
5
7 

F
A
X
 0

3
-3
3
00
-
58
8
0 

E
-
m
ai

l
 :
 
sa

k
ai
@
zo

n
my

o
ji
.j

p 

お寺のひろば ２０２１年（令和３年） 

 

 お
寺
の
ひ
ろ
ば 

2
0
2
1
 
 

 
 

３
月
13
日
（
土
）
14
時 

樹 じ
ゅ

心 し
ん

の
会
（
荒
山
淳
先
生
） 

 
 

オ
ン
ラ
イ
ン
＆
生
参
加
に
て
開
催
。 

３
月
16
日
（
火
）
13
時 

お
そ
う
じ
の
日 

 

１
時
間
半
程
度
、
境
内
の
み
に
て
開
催
。 

３
月
20
日
（
土
）
11
時
の
み 

春
の
お
彼
岸

ひ

が

ん

法
要 

 

時
間
短
縮
・
距
離
を
確
保
し
て
開
催
。 

３
月
27
日
（
土
）
14
時 
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
つ
ど
い 

 

時
間
短
縮
（
２
時
間
）、
人
数
は
10
人
程
度
に
て
。 

 

４
月
10
日
（
土
）
14
時 

樹 じ
ゅ

心 し
ん

の
会 

 
 

オ
ン
ラ
イ
ン
＆
生
参
加
に
て
開
催
。 

 

４
月
28
日
（
水
）
10
時 

お
み
が
き
の
つ
ど
い 

 
 

１
時
間
半
程
度
、
距
離
を
確
保
し
て
開
催
。 

５
月
３
日
（
月
）
11
時 

永
代

え
い
た
い

経
き
ょ
う

法
要 

 

時
間
短
縮
、
距
離
を
確
保
し
て
開
催
。 

５
月
15
日
（
土
）
14
時 

樹 じ
ゅ

心 し
ん

の
会 

６
月
12
日
（
土
）
14
時 

樹 じ
ゅ

心 し
ん

の
会 

 

い
ず
れ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
＆
生
参
加
に
て
開
催
。 

６
月
26
日
（
土
）
14
時 

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
つ
ど
い 

 

時
間
短
縮
（
２
時
間
）
人
数
は
10
人
程
度
に
て
。 

７
月
10
日
（
土
）
11
時 

新
盆

に
い
ぼ
ん

法
要 

 

時
間
短
縮
＆
規
模
縮
小
し
て
開
催
。 

７
月
13
日
（
火
）
11
時
の
み 

お
盆 ぼ

ん

法
要 

 

時
間
短
縮
・
距
離
を
確
保
し
て
開
催
。 

 ★
お
寺
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し

て
、
①
マ
ス
ク
着
用
、
②
検
温
、
③
消
毒
、
④
手
洗
い
、

⑤
距
離
の
確
保
、
⑥
換
気
を
徹
底
し
ま
す
。 

８
月
以
降
の
お
寺
の
ひ
ろ
ば 

2
0
2
1
  

※
詳
し
い
内
容
は
６
月
以
降
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

８
月
28
日
（
土
）
午
後 

青
年
の
つ
ど
い 

９
月
11
日
（
土
）
14
時 

樹 じ
ゅ

心 し
ん

の
会 

９
月
17
日
（
金
）
13
時 

お
そ
う
じ
の
日 

９
月
23
日
（
木
）
11
時
と
13
時 

秋
の
お
彼
岸

ひ

が

ん

法
要 

９
月
25
日
（
土
）
14
時 

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
つ
ど
い 

10
月
９
日
（
土
）
14
時 

樹 じ
ゅ

心 し
ん

の
会 

10
月
29
日
（
金
）
10
時 

お
み
が
き
の
つ
ど
い 

11
月
２
日
（
火
）
14
時 

報
恩
講

ほ
う
お
ん
こ
う

の
ゆ
う
べ 

３
日
（
水
）
12
時 

報
恩
講

ほ
う
お
ん
こ
う

法
要 

11
月
13
日
（
土
）
14
時 

樹 じ
ゅ

心 し
ん

の
会 

12
月
４
日
（
土
）
14
時 

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
つ
ど
い 

12
月
11
日
（
土
）
14
時 
樹 じ

ゅ

心 し
ん

の
会 

期
日
未
定 

真
宗
本
廟
奉
仕
団
（
京
都
・
東
本
願
寺
） 

こ
ど
も
食
堂
・
子
育
て
サ
ロ
ン
・
こ
ど
も
会
も
実
施
。 

あ
と
が
き 


